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理科におけるグラフ の読み取 りを説明する学習の 実践

一中学校理科 2分野で学ぶグラフ を題材 として
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1　 目　 的

　理 科学習の 中で は様 々 な場面で グラ フ が使

われ て い る。グ ラ フ は 情報 を視覚的に集約 し て

い るが 、そ の 読み取 りには生徒 の つ まず き も生

じやす く、理 解 の し かた に は 生徒に よ っ て 個人

差 があ る の が 実態で あ る。そ こ で 、中学校理 科

2 分野の 学習で は 、 生徒が グ ラ フ を読み 取 る学

習を言語 活動 に注 目して総合 的に扱い
、 思 考過

程 を説 明する学習を継続的 に行 っ た。生 徒に よ

る説 明 の 場面 で は、電 子黒板や タブ レ ッ ト PC

も積極 的に活 用 した 。 こ の よ うな グラ フ の 読み

取 りを説明す る学習の 実踐 につ い て 報告する。

2 　方　法

理 科 2 分野 の 学習 の 中で 、生徒 は比 例 （1 次関

数）等 、
い ろ い ろな関数の グラ フ に も出会 うが

理 科 に数学的 な見 方を 用 い る こ とは必 ず し も

容易で はな い 。また環 境に関す る学習では 、棒

グラ フ 、円 グラ フ 、折れ線グラ フ 等、様 々 なグ

ラ フ を活用す る。本研究で は、グ ラ フ の 読み取

りを説明するため の ス テ ッ プ と し て 、次の よ う

な項 目を設 けた 。  グ ラ フ の タイ トル へ の 着

目、  縦軸 横 軸 と単位の 確認、  グ ラフ ヒの

点 を 正 し く読む 、  グ ラ フ 上 の 着眼点 と視線の

移動 、  変化 の 様子 ・特 徴を と らえ る、  グラ

フ が示す こ とを説明する、  討論 と相互 評価 。

3　結　果

（1）地震波に 関す るグラ フ の 読み 取 り （中 1）

　地震波の グラ フ で は、P 波、　S 波を読み 取 り、

速 さを計算す る こ とが求め られる。そこ で 、電

子 黒板を用 い た
一斉提示 を取 り入 れ、グラ フ上

に地震波 の 波形を移動 して貼 り付 けるな ど、具

体的な操作 も加 えた。また 、グラ フ の ど こ に着

目して 、ど の よ うに考えた の か を生徒 自身 の こ

とばで 表現 させ た
。

ワ ーク シ
ー トの 記 述を見 る

と、グ ラ フ 上 の ある地点に 着 目 して P 波 と S

波を区別 して か ら速 さの 計算 をす る な ど、生徒

の グラ フ の 読み方の 特徴等 も明 らか に な っ た。

（2）飽和水蒸気量 の グラ フ の 読み取 り （中 2）

　 飽和 水蒸気量の グラ フ を読み取 るた め の 指

導で は、生徒各 自に グ ラ フ の どの 部分に着目し

て ど の よ うに考えた の か を個別 に説明 させ た。
・
部 で は タブ レ ッ トPC を用 い て 、グラ フ 上 に

図形 や 文 字を付加 し て 説明 用 ス ライ ドも作成

させ た。問題演習で は、グ ラ フ 上 の 着 目点 を明

らか にす る こ と、単位 を意識 する こ と、よ りわ

か りや す い 説 明 を 工夫す る こ と等に留 意 させ

た 。 生 徒 の ワ
ー

ク シ
ー

トで は、 「気温 を下 げる

と余分な水 滴が出 て くる」とい っ た棒グラ フ を

移動 させ るイ メ
ージに よる読み 方や、 「中身が

ぎっ しりつ ま っ た 箱とすかすか の 箱」 の よ うに

教科 書の 図 と対応 させ た表現等 も見 られ た。

（3）環境問題 に関 す る グラ フ の 読み 取 り （中 3）

グ ラ フ の 読み取 りを説 明す る 3 年間 の ま とめ

の 学習と し て 、環境問題 に関す るグ ラ フ を選

び 、そ の 特徴や原 因、将来 の 予想 につ い て発

表す る学習 を行 っ た。平成 24〜26 年 に は、

本校 中学部生徒 42 名 （6 学級）を対象 と し て 、

授業後に 5 件法で 質問紙調査 を行 っ た 。 各評

価項 目の 平均値は 、「  理 解」 が 4．2 と高 く、
「  興味」 の 4．0 が続い て い た。逆に低めだ

っ た の は 「  発表」 の 3．7 で あ っ た。「  説明

の 工 夫 」 と 「  取 り組 み 」 は い ずれ も 3．8 で

あ っ た 。
「グラ フ を説明する時 の 着 目点 」 と し

て 「変化が著 しい と こ ろ」の 他 、「グラ フ の 意

味が わ か る所 」 「何が
一

番重要 か 」 と い っ た回

答 も得 られた。「説 明の 際に 活用 し た知識」 と

し て 、「理 2 と数学」 「ニ ュ ・一一ス 」 「イ ン タ
ー

ネ ッ ト」 等の 回答 もあっ た。

4 　 考　察

　グラ フ の 読み取 り方を説明す る学習は、生徒

の グ ラ フ に 関す る 苦手意識を軽減 し、視点 を よ

り明確 にす るこ とに役立 っ た と考え る。電 子黒

板や タ ブ レ ッ トPC は 生 徒 の 考え を表 現す るた

め の ツール と し て 活用 で きた 。 実践 を通 し て 、

説明 を行 う前 に発 表原稿 を書き、見 直す こ と、

説明 の 筋道 を論理 的にす る こ と等、自らの 思考

過 程 を振 り返 るス テ ソ プが重要で ある こ とを

再確認で きた 。 今後も実践 を継続 したい 。
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